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会長就任挨拶

第45回慰霊祭及び
ブラジル、アルゼンチン、パラグアイ3国親睦懇親会開催

今年の慰霊祭は 3国懇親会と併せて開催する

事とし、下記の招待状を日本、アルゼンチン、

パラグアイにお送 りしています。会員各位には

改めてご連絡をしますが、今回の慰霊祭は建立

校友会itの IL様ご挨拶が遅くなりましたが、さる2

月 12日の総会に於いて 10代日会長に選出されました。

ブラジルに来た日本移民は約 26万人ですが現残

存日本人は約 3万人だろうといわれています。

我々農大会の日本人校友も年々減少してゆく中でい

かに会を盛り上げ活性化してゆくかが大きな課題で丸

喘 故知新」という言葉がありますが、我が農大会は

会の発展に努力された歴代会長の実に 6代の元会長

が長寿を保たれていま丸 この先輩諸氏に故 (ふるき)

を制11(たずね)て いけば新しきを知ることが出来ると

確信しま丸 迷った時は初心に戻れ、基本に戻れと又、

稽古とは一から始め十を知り、十から戻る元のその一

と云いますが私はこれからの農大会もこのように基本に

従い皆の意見を聞き楽しく仲良くそして正しくやってゆ

けば必ずさらに良い「農大会Jを残せると信じま丸

今後ともよろしくご指導ご鞭撻をお願い致しま現

2017年 4月 25日

ブラジル農大会会長 原島義弘

45周年に当たり節目の年です。学校からは学

長、理事長、校友会長のご出席もあり得ますの

で校友の皆様には是非ご参加の予定を今からお

願い致します。

招待状

謹啓、時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げ   両校友会との 3国懇親会も兼ねまして下記によ

ます。平素より、本会の運営につきましては格   り71■立 45周年式を挙行致 したく存じますので、

別のご支援を賜り厚く御礼を申し上げます。    貴台に於かれましては公私ともご多用中の折か

さて、当農大会は 2017年をもって、慰霊   ら、誠に恐縮でございますが、お繰 り合わせを

碑建立 45周年を迎えることとなりました。    戴きまして、ご出席の栄を賜りますようご案内

就きましては、アルゼンチン、パラグアイ   申し Lげます。

言己

【日 時】 2017年 7月 30日 (日)午前 10時より

【場 所】 グァルーリョス市サン・ジューダス・タデウ市営墓地内

【懇親会】 12時から農大会館サロン

2017年 4月吉日 ブラジル東京農大会会長 原島義弘
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定期総会、新年会開催報告
総務理事 戸国達夫

第 38回定期総会は 2月 12日午後 2時、第二次招

集で開会し、北伯分会から 10名近い参加者、南の

諸州の参加者と併せ、その上なお歴代の 5人の元会

長のご出席をいただき、40名 を超える参加者となっ

た。式次第は、昨年母校より寄贈された支部の旗に

一礼から始まり、先没者に黙祷の後、戸国総務理事

が総会開会を宣言し定期総会が開会され、沖前会長

の急逝により就任した原島会長を議長に選出、議事

が進められた。

原島会長から昨年の11業報告、茂手木財務理事か

ら決算報告が行われ、松栄幣事より意見書が報 (liさ

れたのち、承認された。続いて事業計画、予算、理

事会提案が承認された。事業計画ではアルゼンチン、

パラグアイの校友とサンパウロで 3国懇親会を開催

する事が承認された。

最後に役員選挙が行われ、選挙管理委員会より、

原島義弘氏を会長とする立候補届が 1枚提出されて

いる事が報告され、拍手による信任確認が行われ、

信任、選出された。

引き続き 2017年の新年会が開催され、第二代会

長・高松浩二先輩の音頭をいただき和やかに親睦が

行われた。

相談役 高松浩二、五十嵐司、佐 木々陶、石川準二、大島正敬

会長 原島義弘

副会長 【第一】1辺幹男、【第二】大森麗裕、【第二】田部軍司

総務理事 戸国達夫

書記理事 池田之以 【第二】大渕秀治

財務理事 茂手木康広 【第二】伊藤ステラマリゆみ

磐 石川準二、大島正敬、 、矢野亨、徳久俊行、阿部泰三、高木雄T郎、近藤フエルナンド和彦

誇 上原真地、福丼真司、大森百ビンソン成

補充監事 片田フエリッペ馨、関セルジオ豊、南クリスチアネ初美

【ジャカレイT】 田中武美、【アチバィア・南ミナス】三木路生、【スドエステ】山村崇雄地方理事
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開発学科主催実習生

世界展開力主催長期実習生

世界展開力主催短期実習生

1)提携大学先との教授交流

1)講師、元農大客員教授、

藤井義晴 (ムクーナ)

1)皇室関係よりの依頼事業に
協力

は
い

凱
¨

1)につけい文芸賞受賞

1)59号、60号の発行

沖会長の逝去と会長選出

校友会世界大会の参加

慰霊祭の実施

農大特別留学生の推薦と派遣

伯国農大会校友会名簿作成改定版

忘年会の開催

官ら の`交代

そ0也

合計

171038

合計

171038

世界展開力強化事業の
学生の受け入れにつして

総務理事 戸国記

文科省の世界展開力強化事業の実施校に母校が

選ばれ、2015年より学生が長期、短期の派遣事

業でブラジル、メキシコ、ベルーの 3か国で学生

が学んでいる。協定校である中南米の大学 4校の

うちプラジルにはサンパウロ大学、アマゾニア農

業大学の 2校があり、 6か月、 12か月の単位で

交換留学が行われ、現在は長期派遣の 3名 がサン

パウロ大学におり、 8月 の短期派遣ではサンパウ

ロ、ベレンでの学生同士の交流が行われる予定で

ある。ブラジル支部では北伯分会 と共にそのサ

ポー トを行ってお り、母校の人材養成の支援を

行っている。

=簾
久夫先生来伯

2月 11日から3月 14日にわたり1名の男子、 3

名の女子学生を引率してサンタカタリーナ、カサドー

ル、南ミナスと忙しい日程を消化して無事帰国され

た。校友会員の皆様に来年もお世話になりますので

宜しくとの伝言で丸

会員親睦事業の実施 (近郊ピクニックなa

¬投公開お 事業の開催 (農学講演会なさ

1)教員調査団アテンド (大学問交流、なa
2)実習生引受け (学科、世界展FTR力、など)

3)農大特別留学生の推薦と派遣

4)その他

留学生会 (20期日)

定款の改正

ブラジル、乃 レゼンチス ′ヽラグアイ、

3国親陸会をサンパウロで開催

特別運用基金より (91617)、 下宿貴 宿泊料
(33900)、 農大校友会 教育後援会 他よ
り寄付 (7000)、 他 r14443)

事業責 会議費 (29600)、 電気水道通信
会館営結 管理人件費 (75300)、 税務税金
(37260)、 イ也 (4800)

実習生引受け事業

教員調査団アテンド事業

移住 100年史「堅き絆」

ブラジル支部会報の発行

特別運用基金より (1174241、 下宿費 宿

泊料 (17350)、 農大校友会 教育後援会

他より寄付 (6416)、 他 (29848)

事業費 会議資 (27032)、 電気水道通信
会館営繕 管理人件費 (77712)、 税務税金
(37890)、  イ也 (28404)

★詳しくは油寸した2016年度決算報告書を参照下さい.
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萬歳章全中顧間
来伯歓迎会報告

サンパウロで開催された国際協同組合同盟の理事

会議に出席のため、 3月 4日 から9日 まで来伯した

萬歳氏 (前 全中会長、農経 1968年卒)と JA総研

の前田課長をお招きして、 3月 5日 の夕刻より農大

会館で、懇談会と歓迎会を開催 した。日曜日にも拘

らず、 9名の参加者と約 3時間に渡り懇談を行った。
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仮称『留学生会」の発足について 2017年度留学生の紹介

1988年に始まった,1学生は 2017年で 20Fリサ1生

を送 り出し総数 32名を数える大所帯である。これ

を受けて役11会ではこれ等を今後の農大会を背負っ

てゆく戦力として育ててゆかねばならないと決まっ

た。ここで大きな問題である彼らはプラジル人であ

るので彼等独自のコミニカソンの場をつくりその発

想からまた新しい農大の発展に寄与する展開が生じ

たら幸いとするということである。現在は役員会か

らの要請でまず 32名全員の消息確認ということで

名簿の作成に取り掛かっていて仕事の端緒についた

ばかりなので今後を見守りたい。

選考委 11、 原島会長、戸「]総務、川辺理

」:、 大lal馴 !liにより,Wi審査で日本語

1級を持つ 2名が選ばれた。9月 4日

午前 9時から最終面接選考委員、原

島、戸国、川辺、近藤、伊藤、岡部に

より厳選の結果、マットグロッソ・ド・スー

ル州在住でドウラドス大学法学部卒業の小森

リッサ由美君が選考された。彼女はドウラドス日本語モデ

ル校で教員もしており子来は地域の農業開発の為に貢献

したくその為に農大で学びたいとの強い目的を持ってい

る。食料情報学部食料環境経済学科に入学4年を学ぶ。
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会費納入者

加瀬 昌文

高松 浩二

森田富久子

大間知広志

大森 麗裕

高木雄―郎

景山 泰孝

鈴木日出男

上原 真地

高橋 徳樹

徳久 俊行

田部 軍司

戸国 達夫

天野 鉄人

伊藤 ゆみ ステラマリ

五十嵐 司

永田  淳

高山 輝夫

大島 正敬

り辺 幹夫

浅野 聡二     石川 準二

宮原 勝美     福西 良太

山村 崇雄     原島 義弘

片田馨 フェリペ   北 伯 分 会

大森 アキラロビンソン   大渕 秀治

池田

前田 耕治   南 はつみ クリスチアネ   佐々木

茂手木康成     麻生 悌三     近藤

之彦   近藤 和彦 フェルナンド

悔     松栄  孝

貴夫

※会費納入について

会費を納入した方はコンプロバンテ (支払い証明書)のコピーをメール又は FAX、 郵使で会まで送ってください。

【年会費】100レ アル   【銀行名】Banco do Braζ lリ ベルダーデ支店 1196 7 ContaCorrente 16027 X


